
　昨年一年間で、森田俊和は、1月～7月の通常国会にて１５回（委
員会13回、本会議２回）、１０月～１２月の臨時国会で４回（委員会４
回）と、計１９回の発言の機会をいただきました。
　昨年後半の臨時国会を迎えるにあたり、委員会の異動がありま
したが、私は引き続き内閣委員会に所属
することとなりました。臨時国会では、国

家公務員の給与法改正について、また、天皇陛下のご即
位に伴う祝日の設定について、などの質問を行いました。
　以下、主な質疑のやりとりをご紹介させていただきます。
　なお、質問の様子は衆議院のホームページからご覧い
ただけます。

国家公務員の皆さんにどのような人生を送ってもらいたいか？1
〈宮腰国家公務員制度担当大臣〉
長時間労働を改め、しっかり休んで集中して働き、限ら
れた時間で成果を上げる、生産性の高い働き方をし、ま
た、生活と仕事を調和させ、良い家庭をつくり、良い人生
を送っていただきたいと考える。

幸せな国をつくるため、その中心で働いていただく国家公務員の皆さんにも、心身共
に充実し、良い仕事をしていただけるよう、労働環境の改善を働きかけていきます！

森田はこう動く！

（11月16日 内閣）

〈宮腰少子化対策担当大臣〉
文部科学省、内閣府、厚生労働省が連携をし、高校生に対
しての教材を作成するなど、妊娠、出産に関する医学的、
科学的に正しい知識について、学校教育から家庭、地域、
社会人段階に至るまで、教育や情報提供に係る取組を、
関係省庁が連携して進めていく。

若手として仕事に打ち込む時期と、妊娠、出産に適した年齢とは、どうしても重なります。
情報を知った上で、人生設計ができるよう、周知の機会を増やすよう訴えてまいります！

森田はこう動く！

（11月28日 内閣）

医学的に妊娠、出産に適した年齢について周知する
機会を持つべきでは？2

〈菅官房長官〉
天皇皇后両陛下の、大戦でお亡くなりになった人々の冥
福を祈り、遺族の悲しみを忘れず、世界の平和を祈り続け
るというお気持ちは大変ありがたいこと。皇太子同妃両
殿下も、こうしたお気持ちを次の世代が引き継いでいか
ねばならないと表明されておられる。

戦争で亡くなられた方々、ご親族の皆さんのご心情を鑑み、ご無理のない範囲
で、引き続き天皇陛下におかれましては慰霊の旅をしていただければありがた
いと思っております。

森田はこう動く！

天皇陛下の慰霊の旅について政府としてどのようにお考えか？3
（11月30日 内閣）

http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php

一年間で19回登壇!!
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　昨年の9月、ロシア連邦のバシコルトスタン共和国、ウ
ファという街を訪ねました。大叔父（祖父の弟）がいわゆる
シベリア抑留で亡くなっており、その慰霊をするためです。
　厚生労働省から埼玉県福祉部を経て死亡通知書が親族
の元に届いたのが、平成26年のことでした。この通知書に
より、初めて大叔父が、いつ、どこで、どのように亡くなった
のかが明らかになりました。

　今回は私が単独で訪ねました。誠に残念なことに、特に
お墓があるわけではなく、他国からの抑留者との共同の慰
霊碑（十字架）があるのみでした。現地では、日本人が強制
労働をさせられて亡くなったということを知る人もほとんど
いない状況です。
　戦後70年以上が経過した今、改めて私たちがやるべきこ
とがたくさんあると認識しました。私も国政に関わる者とし
て、国に命を捧げた方々に敬意を表し、少しでもそのご労苦
に報いることができるよう、活動していきたいと思います。

慰霊でロシアを訪問

Eメール mmo@morita-toshikazu.com
検 索森田としかずmori_morita 森田俊和 www.morita-toshikazu.com

将来への道筋を描く一年に…!!
 　就任２年目を迎えた今年、ようやく年間の流れを一通り経験した中で、将来に向けた足場を固

めていく覚悟です。

　政治家には２つの役割があると考えます。一つは目の前の問題を解決することです。もう一つ重要

なことは国の目指すべき方向を定め、それに向かって必要な勉強、準備をし、行動を起こすことです。

　浪人時代から地域の一軒一軒を訪ね、ミニ集会など皆様とお話しする機会を持ってまいりまし

た。まずは現場を見ること、そしてそこに身を置く皆様のお声を聴くこと。どんなことにお困りか、

どんなことを望んでおられるか、ということを理解する。その上で、自らの考えをまとめ、話をする、

という順番です。皆様のお声を受けとめることが、私の政治家としての血となり、肉となります。

　心理学者のマズローは、人間の欲求には、飲み食いする、安心安全な生活を求める、という

基本的な欲求があり、最上級の欲求は自己実現である、と説明しました。自己実現とは、自らの

能力を最大限に発揮し、意義ある目標を達成することです。

　これを国に当てはめると、まずは国民が生活できる経済、安心安全な暮らしを保ち、その上で、

国が目指すべき目標をもつ、ということになります。大戦という苦い経験をし、また、宗教的なこと

も含めて寛容な人間性を持つ日本は、世界平和の礎となって、困っている人々

や国の支援、多国間連携の仲介役などに努めていくべきだと考えております。

　この２点を念頭に、今年も一年、まずは自分を磨くために勉強し、今よ

りも、もっと幸せな日本をつくるために一歩一歩行動してまいります！

衆議院議員

今年も皆様のお声を聴いてまいります！
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